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広島市都市整備公社臨時職員の再就職先確保についての申し入れ 
  

 昨年１１月に行われた広島市路上駐車場業務の、指定管理者の選定において、都

市整備公社が選定されなかったことにより、これまでの広島市の路上駐車場業務を

担ってきた都市整備公社の臨時職員３９名が、職場を失うことになりました。  

 広島市都市整備公社の業務は、基本的に広島市の政策に基づいて行われ、そこに

働く職員は、臨時職員を含めて、４年間にわたり広島市の公的責任を担ってきまし

た。臨時職員の中には女性も４名おり、今年の４月以降、家族を含めて生活が脅か

されています。  

 指定管理者制度は、数年毎の選定によって、それまで働いていた労働者の全員を

解雇の危機に直面させる制度です。公益性の高い公務、公共職場で、こうした事態

を引き起こす制度は、廃止を含め抜本的に改善することをこれまで、わが党市議団

は求めてきました。  

 広島市は、これまで、指定管理者替えに伴う失業者は一人も出さないと言う立場

で対応されてきましたが、今回の都市整備公社の臨時職員３９名については、既に

失職を通告されたまま、再就職のメドは何ら立っていません。自治体が、自ら導入

した制度によって、働くものの職場を奪い、市民を路頭に迷わせることは、絶対に

あってはならないことです。よって、わが党市議団は、以下のことを求めます。  

 

１、 今回、職を失う臨時職員３９名については広島市の責任において、４月からの再就職先

を確保すること。 

２、 再就職先がない場合の生活支援策を講じること。 

                            以 上  

    


